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＜廃食用油を事例とした国内でのNPO活動の進展と 
   国際的な連携および制度設計の提言＞ 

 
プレゼンテーション骨子 
  
1.「菜の花プロジェクト」とは 
2.東日本大震災におけるBDFの活躍 
3.廃食用油の国内状況 
4.廃食用油をめぐる日・韓状況 
～法制度の日・韓の相違～ 
～日本国内循環に変化～ 

5.アジア3R推進市民ネットワークの経験 
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宮城県大崎市千田清掃のとりくみ①：大林組 
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宮城県大崎市千田清掃のとりくみ②：大成建設 
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宮城県塩竃市におけるとりくみ①：津波 
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宮城県塩竃市におけるとりくみ②：市民への給水 
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宮城県塩竃市におけるとりくみ③：手動で給油 
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宮城県塩竃市におけるとりくみ④：手動で給油 
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廃食用油脂の利活用状況 
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韓国の状況① 

 

• 2007年から、液体燃料にバイオ燃料を2% 

混合する事を義務付  

（輸入された燃料に関しては対象外） 

• 2011年7月、国内で流通する燃料の価格を 

下げる為、軽油の輸入関税を撤廃した。 

それに伴い、国内燃料価格が減少し、 

BDF製造者の採算を圧迫。23社あった製造社 

が9社にまで減少  （製造キャパは約80万MT） 

• 2012年4月より、輸入軽油に対しても、2%のバイオ燃料を混合する事を義務化した。 

• 混合割合を、2014年より2.5%、2016年より3%、2020年より5%とすることを目標としている。 

• 2011年以前、韓国は15万MT/年を超える輸入軽油に対して関税をかけていた為、年間輸入量は約20万

MTであったが、関税撤廃以降、一ヶ月で20万MT程度輸入する月も見られた。 

• 韓国の年間軽油使用量は1億ガロン （16百万kl） 程度。2%BDF混合が義務化されれば、年間32万klのBDF

が必要である。2012年のBDF製造量は38.5万MT （原料内訳は図の通り） であり、すでに必要数量を製造し

ている状況である。その為、BDFの輸出を行わない限り、更なる製造量の増加はないだろう。  
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韓国の状況② 
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4〜6月渡し全農向け飼料用油脂は据え置きで決まった。

この結果、関東。東北地区はYG（動物系）級でキロ78円、

YGL（植物系）級で同73円中心になったものと見られる。 

1月の配合飼料における飼料用油脂の添加率は1.69%で

前月より0.02%増えた。しかし数量的には3805トン少なかっ

た。数量的には昨年10月以降前年同月割れが続く。今回の

添加率増加で底打ちと喜ぶことはできない。「市場は縮小均

衡が続く」（商社筋）との見方が有力だ。 

廃食用油の価格は昨年初頭以来1年以上にわたって横這

いが続く。需要は緩みぎみだ。1つには飼料原料として競含

するトウモロコシが、昨年11月以来割安な輸入品が到着し、

その配合が増えた結果、飼料油脂の添加率を落としている。

昨年1.8%でほぼ安定していた添加率は12月に1.6%と急減し

た。1月も1.7%弱にとどまった。0.1%の添加率落ち込み 

UCオイルかわら版（2014年春号） 

韓国の状況③ 4～6月渡し飼料用油脂据え置き 
韓国向け輸出拡大続く 

は油脂の年間数量に換算して2万トン強の消費減退につながる。国内で28万トンほどと推計されている

底の浅い廃食用油の需給バランスにとっては無視できない規模だ。 

一方で韓国向けの2号油輸出はあいかわらず活発だ。「雑油脂」の韓国向け輸出量は、2013年は前年

対比67%増の3万5000トンほどだったが、今年1月も4600トン、2月は2950トンで、1〜2月累計が7555トン、

前年同期比53%とあいかわらず大幅に増え続けている。 

今年後半にエル・ニーニョ現象が実際に起きれば油脂相場は様変わりしそうだ。油脂体系の底辺にあ

る廃食用油相場も要注意といえる。 12 



アジア3R推進市民ネットワークの経験 

• 日本・マレーシア・シンガポール・ヴェトナム・
インドネシアのNGO対話から 

• NGOの連携で広げよう！コミュニティを活か

すバイオマス活用～堆肥からエネルギーま
で～ 

（2014年2月 インドネシア・スラバヤ大会） 
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